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算数科教育 

× 

統合的・発展的に考察する力を育成する算数科指導の工夫 
― 思考の「見える化」シートを取り入れた活動を通して ― 

                                     × 

三次市立八次小学校 三浦 優里 

                                        

研究の要約 

本研究は，思考の「見える化」シートを取り入れた活動を通して，統合的・発展的に考察する力を育成

する算数科指導の工夫を考察したものである。文献研究より，統合的・発展的に考察する力を育成するた

めには，問題の解決過程において，思考スキルを活用し「見える化」シート上で既習事項や自身がもって

いる問題の解決に使えそうな知識を繋げることが有効であると考えた。そこで，第４学年の児童を対象に

思考したことを「見える化」シートに書き込んだり，その内容や結果を振り返り整理したりする活動を繰

り返し，「？」（疑問や既習の知識とのずれ）→「！」（既習の知識・気付き・他者の考え方）→「⁉」（新た

な視点）の繋がりが「見える化」できるようにした。その結果，児童は，「見える化」シート上で知識と問

題を関連付けることで思考を焦点化することができ，その他の場合への適用範囲を拡張した考察ができる

ようになり，統合的・発展的に考察する力を伸ばすことに繋がった。 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等

学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び

必要な方策等について（答申）」（平成28年）におい

て，教育課程全体を通して，目指す資質・能力の柱

の一つに「理解していること・できることをどう使

うか（未知の状況にも対応できる『思考力・判断力・

表現力等』の育成）」1)が示された。その柱に沿って

明確化された育成を目指す資質・能力として，小学

校学習指導要領（平成29年告示）解説算数編（平成

30年，以下「解説」とする。）では，「日常の事象を

数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する

力，基礎的・基本的な数量や図形の性質などを見い

だし統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を

用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応

じて柔軟に表したりする力を養う。」2)ことを目指す

と示された。統合的・発展的に考察することにおい

ては，「算数を統合的・発展的に考察していくことで，

算数の内容の本質的な性質や条件が明確になり，数

理的な処理における労力の軽減も図ることができ

る。」3)とされ，物事を関連付けて考察することや新

しいものを発見し物事を多面的に捉えようとする態

度を養うことも求められている。 

令和３年度全国学力・学習状況調査算数４（３）

「小数を用いた倍についての説明を解釈し，ほかの

数値の場合に適用して，基準量を１としたときに比

較量が示された小数に当たる理由を言葉や数を用い

て記述できるかどうかをみる」問題の所属校におけ

る正答率は39.7％と全国平均且つ県平均を下回っ

た。誤答分析により，問題の条件を変えても成り立

つことの説明が不十分であることから，統合的・発

展的に考察することに課題があると考えられる。そ

こで，統合的・発展的に考察し問題解決するために

は，思考スキルを用いて既習の知識と関連付け，そ

こから問題解決しようとする思考の「見える化」を

通して，数学的に表現したことを振り返ったり捉え

直したりすることが必要であると考え，本主題を設

定した。 

× 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

× 

１ 統合的・発展的に考察する力を育成する学習指

導 

(1) 統合的・発展的に考察する力とは 

「解説」では，統合的に考察するとは，「異なる複

数の事柄をある観点から捉え，それらに共通点を見

いだして一つのものとして捉え直すこと」4)，発展的

に考察するとは，「物事を固定的なもの，確定的なも

のと考えず，絶えず考察の範囲を広げていくことで

新しい知識や理解を得ようとすること」5)としてい

る。 

片桐重男（2017）は，統合的な考え方の意味を「多
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くの事柄を個々ばらばらにしておかないで，より広

い観点から，それらの本質的な共通性を抽象し，こ

れによって，同じものとしてまとめていこうとする

考え方である」6)とし，発展的な考え方の意味につい

ては，統合したことをさらに広い範囲に用いていこ

うとしたり，一つの結果が得られても，さらにより

よい方法を求めたり，これを基にして，より一般的

な，より新しいものを発見していこうとする考え方

としている(1)。更に片桐（2017）は，「発展させるこ

とによって，そこで得られたものが同じ考えによる

ものであり，同じ構造をもったものであると統合で

きるのである。またそして統合することによって，本

質的条件が明らかになり，それによってさらに新し

い問題や新しい解を見出していくことが可能となっ

てくる。」7)とし，統合的な考え方と発展的な考え方

は，相互に刺激し合い，相補い，それぞれの力を発揮

していくものであると考えている。また，黒澤俊二

（2019）は，「『統合』が起きると自然に『発展』が起

きる。さらに，『発展』が起きると自然に次の『統合』

に向かうのである。」8)と述べている。 

本研究においても，統合的・発展的に考察するこ

とは相互に刺激し合い，連続するものとする。そし

て，統合的・発展的に考察する力とは「異なる複数

の事柄に共通点を見いだし，適用範囲を広げて考え

ることを繰り返すことを通して，新たな視点から捉

え直したり新しい知識や理解を得たりする力」と定

義する。 

(2) 統合的・発展的に考察する力を育成する学習過

程について 

「解説」では，算数・数学の問題発見・解決の過

程を図１のように示し，「資質・能力が育成されるた

めには，学習過程の果たす役割が極めて重要であ

る。」9)とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 算数・数学の問題発見・解決の過程 10) 

問題発見・解決の過程は，「日常生活や社会の事象

を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題を解

決し，解決過程を振り返り得られた結果の意味を考

察する」11)という【現実の世界】の過程と，「数学の

事象について統合的・発展的に捉えて新たな問題を

設定し，数学的に処理し，問題を解決し，解決過程

を振り返って概念を形成したり体系化したりする」
12)という【数学の世界】の過程の二つの過程が相互

に関わり合って展開するとしている。 

本研究で扱う「Ａ 数と計算」領域での「小数の

仕組みとその計算」では，かさ，長さ，重さなど身

の回りで使われている小数を想起し，既習内容を振

り返るとともに，未習の小数もあることに気付き小

数について考察することが【現実の世界】での過程

と捉えることができる。また，十進位取り記数法の

原理に着目して適用範囲を拡張したり，小数の大き

さを相対的に捉えたりすることが【数学の世界】の

過程と捉えることができる。その【数学の世界】の

過程のⅮ２の場面において，児童が問題の解決過程

や結果を振り返り，意味付けたり，活用したりする

ことで，統合的・発展的に考察する力の育成に繋が

るとされる。 

 

図２ 算数・数学の学習過程のイメージ 13) 

 

統合的・発展的に考察するためには，図２に示さ

れているように問題の解決過程で，汎用的な見方・

考え方を獲得し，それを活用していくことが必要と

なる。その見方・考え方の獲得場面において，問題

の解決過程や結果を振り返り，既習の知識をある観

点から捉え直し，共通点や相違点を見付け，関連付

けたり条件を変えて考察したりすることを繰り返す

ことが大切である。そのためには，問題の解決過程

において思考スキルを活用した思考を「見える化」

することが必要であり，それにより，算数の内容の

本質的な性質や条件が明確になると考えられる。 
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(3) 問題の解決過程における思考スキルの活用に

ついて 

 問題の解決過程において，児童が多様な関連や

様々な性質に着目できるようになったり，対象がも

つ本質的な共通点や固有の性質に気付いたりできる

ようになるのは，「考えるための技法」により思考が

深まる中であるとされている(2)。 

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説総合的

な学習の時間編（平成30年）では，「探究的な学習の

過程においては，他者と協働して課題を解決しよう

とする学習活動や，言語により分析し，まとめたり

表現したりするなどの学習活動が行われるようにす

ること。その際，例えば，比較する，分類する，関

連付けるなどの考えるための技法が活用されるよう

にすること。」14)と示され，「考えるための技法」の

活用の意義が述べられている。「考えるための技法」

とは，「考える際に必要になる情報の処理方法を，『比

較する』，『分類する』，『関連付ける』のように具体

化し，技法として整理したものである。」15)とされ，

相互に関わり合いながら活用が図られるものとし

た。本研究では，「考えるための技法」を「思考スキ

ル」と捉え，扱う思考スキルは，小学校学習指導要

領（平成29年告示）解説総合的な学習の時間編（平

成30年）に列挙されているものに同じとし，「Ａ 数

と計算」領域において思考スキルを活用する具体的

な場面の例を表１に示す。 

 

表１ 「Ａ 数と計算」領域において思考スキルを活用す

る具体的な場面の例 

（小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説総合的な学習

の時間編（平成 30 年）(3)を基に稿者が作成したもの） 

思考スキル 具体的な場面 

見通す ・小数も，整数と同じように位取り表によっている

のではないかと予想する。 

関連付ける ・整数どうし，小数どうし，分数どうしの加法の共

通点を見付ける。 

比較する ・数の相対的な見方を活用して，数を捉えたり，数

の大きさを比較したりする。 

分類する ・整数を偶数と奇数に類別する。 
多面的に見る・ 

多角的に見る 
・分数の乗法及び除法について，分数の意味や表現

に着目したり，成り立つ性質に着目したりする。 

抽象化する ・問題場面の数量の関係に着目し，数量の関係を文

字式に表す。 

構造化する ・より簡潔な方法について考え，計算の中に一般的

法則を探す。 

順序付ける ・整数，小数，分数を１つの数直線上に表す。 

理由付ける ・日常の事象から，加法，減法の場面を見いだし，

計算の意味の根拠を見付けたり予想したりす

る。 

具体化する ・十進位取り記数法による数の表し方及び数の大

小，順序などについて知り，実際に数を当てはめ

る。 

思考スキルは，漏れなく重なりなく列挙するもの

ではなく，関わり合うものとし，問題の解決過程に

おいて活用することにより，思考が深まると考える。

それにより，着目する視点の焦点化が可能となり，

具体的な思考スキルの習得にも繋がる。それらが相

互に作用し合うことで，統合的・発展的に考察する

力の育成に繋がると考える。 

 

２ 思考の「見える化」シートを取り入れた活動に

ついて 

(1) 思考の「見える化」とは 

思考の「見える化」とは，問題の解決過程におけ

る児童の思考を可視化することである。本研究では，

思考スキルを活用しながら自分の考えを図・式・言

葉等で表現し，表現したことと知識及び技能とを関

連付けながら，矢印などを用いて自分の考えや思考

の流れを目に見える形に表現する。思考の「見える

化」により，頭の中が整理され，自分の課題が明確

になった状態で問題解決の場面に臨むことができ

る。また，表現したことを基に他者の考えと比較，

共有することができ，事柄を多面的に捉え，統合的・

発展的に考察する力に繋がると考える。さらに，Ｒ.

リチャート他（2015）は「思考を可視化すると，子

どもが何を理解しているかだけでなく，それをどの

ように理解しているのかも知ることができる。」16)と

述べていることから，考えを深めさせる機会をつく

るのに必要な情報を得ることもできる。 

(2) 思考の「見える化」シートの活用 

本研究では，問題の解決過程において児童が具体

的な思考スキルを選択し，知識と問題を関連付けや

すくするツールとして「見える化」シート（図３）

を活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 「見える化」シート 

 

田村学（2015）は，「思考ツールを使うと，処理す

る情報（つぶ）と情報処理の方向（組立方），その結
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果として成果物（かたまり）がよく見える。この『つ

ぶ』『組立方』『かたまり』がよく見えること，つま

り，可視化されていることが子どもの学習活動や思

考の活性化を生成していくのである。」17)とし，思考

ツールの有用性について述べている。 

本研究においては，「？」（疑問や既習の知識との

ずれ）（以下「？」とする。）や「！」（既習の知識・

気付き・他者の考え方）（以下「！」とする。）が「つ

ぶ」であり，複数の「つぶ」を関連付けたり比較し

たりする書き込みが「組立方」となる。それらがシ

ート上に「見える化」されることで，「！」や「⁉」

（新たな視点）（以下「⁉」とする。）といった「かた

まり」となると考える。 

「見える化」シートには，問題の解決過程におけ

るつぶやきや気付き，思考スキルを活用した考え方

に加え，授業の終末に授業での学びを振り返るまと

めを記録していく。記録するまとめは，児童が授業

の中で発見したことで，既習の知識と関連付けるこ

とを「見える化」したり，次時の比較場面や分類場

面等と繋げることを意図したりできるものとし，学

習を通して児童が統合的・発展的に考察するきっか

けとなるものとする。その記録したまとめの中に共

通点があれば，囲んだりまとめたりして整理する中

で，その積み上げによって，どの思考スキルを用い

てどの知識と繋げて考えたのか，一人一人の思考過

程の「見える化」が可能となる。１時間で１枚のシ

ートが完成し，それをまとめていくことで，単元の

最後に１冊の冊子が完成するイメージである。「見え

る化」シートは，自分の思考を表現することを促す

ための思考ツールとなり，以下の３つの場面におい

て有効に作用すると考える。 

ア 問題の理解，解決の計画 

本田恵子（2006）は，「類似性が理解できると，初

めての場面でも『前にやった何かと似ていないか』と

類推しやすくなり，状況の理解力も高まります。」18)

と述べている。「見える化」シートに記録していくこ

とで，毎時間の記録が蓄積される。それにより，児童

は既習事項を復習する場面で「！」を使えば本時の課

題が解決できそうだと見通しをもつことが可能とな

る。 

イ 解決過程や結果の振り返り 

Ｒ.リチャート他（2015）は，「グループや個人で

記録を見直して学習のプロセスをたどることで，そ

のプロセスに対する強いメタ認知が生まれるのであ

る。」19)と述べている。そのことから，「見える化」

シート上にまとめた「？」や「！」について，自分

自身の思考を客観的に把握することができ，振り返

ったり再考したりする活動がしやすくなると考え

る。 

ウ 共有 

Ｒ.リチャート他（2015）は，思考を可視化するた

めの記録は，学習をとらえるだけのものではなく，

学習を進めることに役立つものとし，記録には収集

だけではなく，それをもとに話し合ったり振り返っ

たりすることも含まれるとしている(4)。そのことか

ら，「見える化」した思考過程を他者と共有すること

で，考察の範囲が広がると考える。その結果として

統合的・発展的に考察する姿に繋げることが可能と

なると考える。 

(3) 「見える化」シートを取り入れた活動イメージ 

本研究では，数学的活動において思考スキルを活

用し，「見える化」シート上で，既習の知識どうしや

自分自身がもっている問題の解決に使えそうな知識

と問題を繋げる思考を「見える化」し，共通点を見

付けたり，問題の解決過程において足りない部分に

気付いたりするようにする。具体的な思考スキルを

基に思考を「見える化」する授業イメージを表２に

示す。 

 

表２ 思考を「見える化」する授業イメージ 

（図１・表１・黒澤（2019）(5)を基に稿者が作成したもの) 

問題発見・ 

解決の過程 

数学的活動 

（思考スキル） 
児童の思考 

疑問や問いの発

生 

問題の設定 

・日常の事象を数理

的に捉える。 

・本当にそう言えるのか

な。 

・今までと違う！ 

問題の理解，解

決の計画 

・既知の似た事柄か

ら新しいことを類

推する。（見通す，

関連付ける） 

・前に習った～と似てい

る。 

・～と同じ方法が使えない

かな。 

計画の実行 

結果の検討 

・帰納的に考える。

（比較する，分類

する，関連付ける） 

・演繹的に考える。

（関連付ける） 

・～を基にするところは…

の時と同じだ。 

・～と同じ考え方を使えば

できる。 

・何かきまりはないかな。 

解決過程や結果

の振り返り 

 

・既習を振り返って

統合的に考える。 

（多面的に見る，

多角的に見る） 

・～すれば～になるから

…。 

・式や図を使って説明する

と～。 

新たな疑問や問

い，推測などの

発生 

・考察の範囲を広げ

発展的に考える。

（抽象化する，構

造化する） 

・～ということは…と言え

るのかな。 

・もし～だったら…。 

・いつでも使えるのかな。 

 

黒澤（2019）は，「統合的・発展的な考え方」とは，

「同じところは何か」と共通点を求め共通点を考え，

さらに他の場合も共通点をとらえていこうという考

え方であると述べている(6)。よって，統合的・発展
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的な考え方をする際，「同じだ」「似ている」といっ

た共通点に気付くこと，「それでは」「それなら」と

他の場合を挙げていくことで，数学の事象について

統合的・発展的に考察する力の育成に繋がると考え

られる。「見える化」シートにより，記録したことに

共通点を見付け，他の場合へ発展させる視点をもっ

た考察を繰り返した記録が，本時及び単元間，教科

間で本質的な原理に統合していくことで，汎用性の

高いものとなると考える。× 

 

３ 「見える化」シートを活用し統合的・発展的に

考察する力を育成する学習活動の具体 

「見える化」シートに書き込んだ学習内容を見返

したり，既習の知識どうしの共通点や既習の知識と

問題との共通点をシート上でまとめたり繋げたりす

る活動を繰り返す。それにより，複数の事柄に共通

点を見いだして，一つのものとして捉え直す思考に

繋げる。その繰り返しにより，統合的・発展的に考

察することが習慣化され，その後の問題の解決過程

や発展的な思考をする際の活用が可能となり，新し

い知識として捉え直すことに繋がると考える。 

 このような思考をシート上に「見える化」する学

習活動を取り入れた単元計画と「見える化」により

育成したい力を表３に示す。このシート上で「？」

→「！」→「⁉」に繋がりをもたせることで，育成し

たい力に繋げる。 

 

表３ 単元計画と「見える化」により育成したい力 

時 学習活動 
「見える化」により

育成したい力 

１ 

・十進構造の単位の構成に着目し，
1

100

の位までの小数の表し方を考える。 

【見える化】 

・既習の１を 10等分して 0.1をつくる

ことから類推する。（関連付ける，見

通す） 

「見える化」シー

ト１ 

小数を
1

100
の位，

1

1000
の位まで拡

張し，その表し方

を理解すること

ができる。 

２ 

・十進構造の単位の構成に着目し，
1

1000

の位までの小数の表し方を考える。 

【見える化】 

・
𝟏

𝟏𝟎𝟎
の位までの小数の表し方を基に考

察の範囲を広げる。（抽象化する） 

３ 

・整数の仕組みに着目し，小数の構成や

位取りの原理を考える。 

【見える化】 

・既習の整数や小数と同じように 10倍

または
𝟏

𝟏𝟎
するごとに単位となる大き

さが変わるのではないかと類推す

る。（関連付ける，見通す） 

「見える化」シー

ト２ 

整数の十進位取

り記数法の原理

を１より小さい

数に拡張してい

く仕組みを理解

することができ

る。 
４ 

・十進位取り記数法の原理に着目し，小

数の大小関係を考える。 

【見える化】 

・整数の大小比較と同じように，位に

着目すればいいのではないかと考察

の範囲を広げる。（比較する，抽象化

する） 

５ 

・位の変わり方に着目し，小数を 10 倍

した数や
1

10
にした数について考え

る。 

【見える化】 

・小数の仕組みは整数と同じように，

10 倍または
𝟏

𝟏𝟎
するごとに単位となる

大きさが変わると捉える。（抽象化す

る，構造化する） 

６ 

・十進位取り記数法の原理に着目し，小

数の相対的な大きさの表し方を考え

る。 

【見える化】 

・0.01 の大きさに着目し，小数の相対

的な大きさを捉える。（比較する，抽

象化する） 

７ 

・十進位取り記数法の原理に着目し，
1

100
の位，

1

1000
の位の小数の加法の筆

算の仕方を考える。 

「見える化」シー

ト３ 

整数の計算や十

進位取り記数法

の原理に着目し，
1

1000
の位までの

筆算の仕方を理

解することがで

きる。 

８ 

・十進位取り記数法の原理に着目し，
1

100
の位，

1

1000
の位の小数の加法（小数

の桁数が揃っていない場合）の筆算

の仕方を考える。 

【見える化】 

・既習の 0.01を基にして計算したこと

から類推する。（比較する，関連付け

る） 

９ 

・十進位取り記数法の原理に着目し，
1

100
の位，

1

1000
の位の小数の減法の筆

算の仕方を考える。 

10 

・十進位取り記数法の原理に着目し，
1

100
の位，

1

1000
の位の小数の減法（小数

の桁数が揃っていない場合）の筆算

の仕方を考える。 

【見える化】 

・既習の 0.01を基にして計算したこと

から類推する。（比較する，関連付け

る） 

11 

・数の合成・分解や相対的な大きさの表

し方に着目し，小数を多様な見方で

表す。 

【見える化】 

・小数の仕組みと整数の仕組みは同じ

だと捉え，表す。（具体化する，抽象

化する） 

12 
・小数や長さの単位変換を活用し，問題

に取り組む。 

 

13 
・学習内容の定着を確認し，理解を確実

にする。（章末問題） 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

× 

１ 研究の仮説 

思考の「見える化」シートを取り入れた活動を行

えば，思考過程を振り返って共通性を見いだしたり，

物事を多面的に捉えたりすることに繋がり，統合的・

発展的に考察する力を育成することができるであろ

う。 
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２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について，表４に示す。 

 

表４ 検証の視点と方法 

 検証の視点 方法 

１ 思考の「見える化」シー

トを活用することは，統

合的・発展的に考察させ

ることに有効だったか。 

行動観察 

「見える化」シート 

事前・事後アンケート 

 

２ 統合的・発展的に考察す

ることができたか。 

プレテスト 

ポストテスト 

 

Ⅳ 研究授業について 

 

１ 研究授業の内容 

〇 期 間 令和４年６月28日～令和４年７月12日 

○ 対 象 所属校第４学年（１学級 29人） 

○ 単元名 小数のしくみ 

○ 目 標  

小数の意味や表し方について理解し，加法及び減

法の計算をすることができるようにするとともに，

数学的表現を適切に活用して小数の仕組みや計算の

仕方を考える。 

十進位取り記数法を基に整数や小数の仕組みを考

えた過程を振り返り，日常生活に生かそうとする態

度を養う。 

 

２ 研究授業の概要 

 小単元（１小数の表し方，２小数のしくみ，３小

数のたし算とひき算）ごとに，「見える化」により育

成したい力（前頁表３）を設定し，図４に示す「見

える化」シートの使い方に習い，学習を展開した。 

 

 

図４ 「見える化」シートへの記述方法や記述内容 

 

毎時間の授業の始めに，本時の学習に必要な既習

事項を復習する場面を設け，「見える化」シート左下

の○！に既習の知識，気付き等を記入させる。それら

を考える土台として，本時の問題に取り組む。問題

解決の過程で気付いた新たな視点を振り返りで記入

させる。このように，毎時間児童は，このシート上

で「？」→「！」→「⁉」に繋がりを感じながら授業

に臨むことになる。この繰り返しを通して，統合的・

発展的に考察する力の育成に繋げた。 

 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 

 表４で設定した検証の視点について，以下のよう

に分析及び考察する。 

 

１ 「見える化」シートを取り入れた活動は統合的・

発展的に考察することに繋がったか 

(1) 授業の様子から 

小単元１では，目盛りのないＬマスに入っている

水のかさ（1.3Ｌ）を問い，問題の設定を行った。そ

の中で，１を 10 等分した 0.1 を基にして考えれば

よいという既習の知識を確認し，「それなら，0.1Ｌ

より少ないかさはどうやって表すの？」という疑問

を提示し学習を進めた。個人思考の段階で児童Ａは

「さっきと同じように 10等分してみよう。」と関連

付けて思考する姿が見られた。そこで得た知識を第

２時の 0.01 より小さい数について考える学習に適

用し，シート上に記述した（図５）。 

 

図５ 児童Ａの「見える化」シートへの記述（第２時） 

 

全体交流で，児童Ａの考え方を取り上げ，まとめて

いく中で，「0.01をつくった時の考え方を使えばでき

る。」という気付きがあり，学級全体として既習の知

識と関連付けた考察に繋がった。既習の知識との繋

がりが見えたことで，次のような振り返りがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・0.01 があるなら，0.001や 0.0001 もあるかも⁉ 

・小数には限りがなく，0.000000001 もあるのかもし

れない。 

・0.001Ｌよりも少ないかさの時は，0.001Ⅼを 10 等

分した 0.0001Ⅼがあるのではないか。 
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 これらの記述から，統合的に考察したことを基に

して，発展的な考察に繋げていることが分かる。児

童の「⁉」を次時の既習事項の復習場面に繋げること

で，統合的・発展的な考察を繰り返すことを意図し

た。 

 小単元２では，小単元１で「小数第一位があるな

ら，小数第二位もあるのか」と「？」に記述した児

童の疑問を取り上げ，整数の十進位取り記数法の原

理を小数にも適用できるのではないかという視点か

ら授業を進めた。既習事項の復習で整数の位取り表

を作成していく中で，小数に置き換えるとどうなる

かと思考する児童の姿が多くあった。十進位取り記

数法の原理に着目させ，整数の仕組みと関連付けた

思考をシート上に展開させることで，「整数と小数は

繋がっている。」という気付きがあり，数についての

見方や仕組みを捉え直すことに繋がり，次のような

振り返りがあった。 

 小単元３では，小単元１，小単元２で繋げてきた

知識を関連付け，小数の加法減法の筆算を学習した。

これまでの学習活動から，児童は既習の知識を小数

にも適用できることを経験しており，導入の段階で

16 人の児童が小数の加法減法の筆算の仕方につい

て数の適用範囲を拡張して捉え，思考していた。そ

のことから，「見える化」シートを取り入れた活動を

繰り返すことは，統合的・発展的に考察する力を育

成することに効果があったと言える。効果があった

とする児童の中から，以下に児童Ｂの記述を挙げる。 

 これらの記述から，これまで得た知識を他の場合

に適用できないかと考え学習を進めていることが分

かる。その結果，第 10時の学習活動において図６の

ような個人思考をしている。 

 

図６ 児童Ｂの「見える化」シートへの記述（第 10 時） 

 

 児童Ｂは，桁数の違う小数のひき算の筆算におい

て，0.01 を基にすると，整数として考えることがで

きることを活用し，整数のひき算の筆算に変換し考

察している。授業後半での振り返りには，「小数のた

し算とひき算の仕方は同じ。かけ算やわり算でも同

じことがいえるのかな。」と記述している。このよう

な考察の記述は，上記の 16人の「見える化」シート

にも見られた。このことから，「見える化」シートに

より，「？」→「！」→「⁉」を繰り返し繋げたことで，

統合的・発展的に考察する姿が見られたと言える。 

(2) 児童アンケートの結果から 

 研究授業の実施前後に，同じ内容で児童アンケー

トを行い，意識の変容を調査した結果を図７に示す。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 児童アンケートの結果 

・小数は整数とほとんど同じ仕組み。 

・0.01 を基にしたら整数として考えることができた。

なら，0.001 も基にできるのかな。 

・○○を基にしたら整数になるから，計算もできそう。 

・○○を基にしたり，等分や倍にしたりする考え方以

外でも小数を表すことができるかもしれない。 

（第７時） 

・0.01をもとにしても，0.1が何個とかで表せるのか。 

・小数の筆算がひき算の時でも，整数の筆算の仕方と

同じようにできるのか。 

（第８時） 

・小数のひき算でも桁数が違うときに，今日の発見が

使えるのか。 
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算数科の学習において，問題の解決過程や結果を

振り返る場面で，「次のような考え方をすることがど

れくらいありましたか。」という３つの質問項目に対

して，「４ すごくある」「３ どちらかと言えばあ

る」「２ どちらかと言えばない」「１ ぜんぜんな 

い」の４段階で回答を得た。 

 図７①に示す「習ったことを使って同じように考

えてみよう。」という考え方をするかという質問に対

し，「１ ぜんぜんない」と回答した児童は０％とな

ったことからも，既習の知識と問題を関連付けるこ

とへの意識が高まっていることが分かる。 

図７②に示す「〇〇の考え方を使ったら解決でき

た。」と図７③に示す「それなら，他のときも同じこ

とが言えるかな。」と考える児童の割合がそれぞれ増

加していることから，既習の知識と関連付けようと

する意識と，他の場合でも同じことが言えるのかと

適用範囲を拡張しようとする意識が高まったと言え

る。 

一方で，事後の児童アンケートにおいて否定的回

答に変わった児童もいた。該当児童に聞き取りを実

施すると，「今までできていると思っていたが，今回

学習していく中で，できていなかったと気付いたか

ら。」「他のときも同じことが言えるかと考える意味

が初めて分かったから。」という回答を得た。このこ

とから，否定的回答に変わった理由は，統合的・発

展的に考察することについて正しく認識できるよう

になったためと言える。よって，否定的回答に変わ

った児童の中には，どのような視点で考察していけ

ばよいかが明確になり，統合的・発展的に考察する

ことに繋がったと考えられる児童もいることが分か

る。 

(3) 「見える化」シートへの記述の変化から 

「見える化」シートを活用し，既習の知識どうし

の共通点や，既習の知識と問題との共通点をまとめ

たり繋げたりする活動を繰り返し，思考を「見える

化」し，共通点を見付けたり，足りない部分に気付

いたりする活動を通して，児童の統合的・発展的に

考察しようとする態度に変化が見られた。児童Ｃの

「見える化」シートを例に挙げ，小単元ごとの記述

内容を以下に示す。図中に示す点線矢印は，既習の

知識どうしや，既習の知識と問題との共通点を繋げ

たりまとめたりすることが不十分であることを示

し，実線矢印は，それらが十分であることを示して

いる。 

 

 

 
図８ 児童Ｃの「見える化」シートへの記述（小単元１） 

 

図８に示す小単元１では，既習事項の復習場面に

おいて他者から「0.1より小さい大きさは，0.1を 10

等分した 0.01 を基にして 0.01 がいくつ分かで表

す。」という考えが出て，児童Ｃはそのまま記述した

（①）。その後，個人思考において児童Ｃは，0.001

という数を出している（②）。この時点での「！」に

は，「0.01を 10等分すると 0.001。こうして 10等分

すると数がどんどん小さくなる。」という記述を残し

ている（③）。さらに，「⁉」に「0.0001もあるんじゃ

ないの。」と記述していることから，10 等分するこ

とで新しい単位をつくることができると類推してい

る。しかし，後に示すプレテストの誤答分析より，

10 等分してつくられた単位どうしの繋がりについ

ての理解には至っていないと考える。 

 

 
図９ 児童Ｃの「見える化」シートへの記述（小単元２） 

 

図９に示す小単元２では，既習事項の復習場面で

の整数の大小比較の段階で，桁数が多い方が大きい

と考えていた（①）。その場面での「！」の交流で他

者の考え方を聞き，左下○！に記述した（②）。その後，
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位を揃えて上の位から比較するという方法を小数へ

と拡張した記述が残されている（③）。そのことから，

整数の大小比較をする際の知識と問題をシート上だ

けではなく，思考上で関連付けることができたと言

える。その結果，2.48と2.456の小数の大小比較では，

桁数で大小比較をするのではなく，位を揃えて書き，

上の位の数字から順に比べ，解答を導き出すことが

でき，④に自分の言葉で記述している。さらに，「⁉」

に「数がふえてもできるんじゃないか。」という記述

があり（⑤），条件変更の観点から発展的に考察する

ことに繋がったと言える。 

 

 
図 10 児童Ｃの「見える化」シートへの記述（小単元３） 

 

図10に示す小単元３では，既習事項の復習場面で

確認した「！」（①）を使い，個人思考の段階で，単

位の考えを基にして小数を相対的に捉えて表し，思

考する記述が見られた（②）。1.75＋2.64の小数のた

し算は，0.01を基にすることで，175＋264という整

数のたし算の筆算として考えることができることに

気付き，答えを導き出すことができた。その結果，

小数も整数も計算の仕組みは同じだと理解し（③），

「⁉」で，「だったら，かけ算やわり算やひき算もで

きるんじゃないか。」という記述をした（④）。以上

のことから，異なる複数の事柄に共通点を見いだし，

適用範囲を広げて考えることができたと言える。問

題の解決過程において，思考スキルを活用しながら

「？」→「！」→「⁉」の思考を繰り返すことが統合

的・発展的に考察する姿に繋がったと考える。 

児童Ｃは，図７に示した児童アンケートにおいて

問題が解けた後に，「③それなら他にも同じことが言

えるかなと考えていましたか。」という質問への回答

が，プレテスト実施時には「２ どちらかと言えば

ない」だったものが，ポストテスト実施時には「３ 

どちらかと言えばある」へと変容している。児童Ｃ

を始め，９人の児童についても同様に肯定的回答へ

の変容が見られた。このことから，思考の「見える

化」シートを取り入れた活動を通して，思考を「見

える化」することが，思考過程や結果を捉え直し，

関連付ける知識を明確化することに繋がり，その結

果，物事を多面的に捉え，統合的・発展的に考える

姿に繋がったと言える。 

 

２ 「見える化」シートを取り入れた活動により統

合的・発展的に考察する力を育成することができ

たか 

 プレテスト・ポストテストでは，統合的・発展的

に考察することができているかを見取るために，十

進構造の単位の構成に着目し，数の範囲を拡張して

問題解決を行う問題で実施した。 

プレテスト・ポストテストを図 11に示す。 

 

 
図 11 プレテスト・ポストテスト 
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既習の知識を活用して，数の範囲を 0.1より小さ

い範囲に拡張し，小数の表し方を説明する問題と，

0.1や 0.01の単位を用いて，小数の相対的な大きさ

を捉え，小数の計算に適用して説明する問題を解決

することができるかという統合的・発展的な考察を

見取ることとした。 

プレテスト・ポストテストの解答類型を表５，ク

ロス集計の結果を表６に示す。 

 

表５ 解答類型 

 

 

表６ プレテストとポストテストの結果（n=27）（人） 

 
（児童 29 人のうち，２人は特別支援学級在籍児童で対象外

とした。） 

 

 表６から，８人の児童がポストテストにおいて正

答に変わったことが分かる。理解を深めたと考えら

れる児童の中から，児童Ｃのプレテスト・ポストテ

ストの２の記述の変容を図 12に示す。 

 

 
図 12 児童Ｃのプレテスト・ポストテストの記述の変容 

児童Ｃは，プレテストでは，小数について，0.1の

単位を用いて相対的な大きさを捉えるのではなく，

機械的に「0.」を取って計算し，最後に「0.」を付

け加えればいいと考えている。しかし，ポストテス

トでは，未習である小数のたし算の筆算でも，0.01

の単位を用いて相対的な大きさを捉えた思考をして

いることから，既習の知識を活用して小数の表し方

について自分の考えを表現しようとしていることが

記述内容の変化から分かった。 

変化の様子を見取りやすい点で児童Ｃを取り上げ

たが，その他の児童についてもプレテストでは，0.1

を用いて小数の大きさを相対的に捉えた思考が見取

れなかったが，ポストテストでは，0.01の単位を用

いて小数の相対的な大きさを捉えたことが分かる記

述に変容した児童も見られた。このことから，思考

スキルを活用し，「見える化」シートで既習の知識と

問題を関連付け，知識の適用範囲を拡張していった

ことは，統合的・発展的に考察する力の育成に繋が

ったと考える。 

一方，ポストテストの結果がプレテストを下回っ

た児童が２人いた。児童Ｄの解答を見ると，プレテ

スト・ポストテストのどちらも小数を位取り表に当

てはめて表し，それぞれの位の数に着目することは

できている。ポストテストでは，0.001 を基にして

6.528 という数について説明するというものだった

が，児童Ｄは，「６は 0.001の一の位のところ」とそ

れぞれの位に入る数についての記述をしていた。  

0.1や 0.01の単位を用いて小数を相対的に捉える

力は不十分という結果となったが，正答には繋がら

なかったものの，「見える化」シートには，「今日 0.01

をもとにしたから，0.001 をもとにすることもでき

そう。」という記述が見られたことから，既習の知識

をその他の場合に拡張していこうとする見方・考え

方の理解には繋がったと考える。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 

× 

１ 研究の成果 

思考スキルを活用し着目する視点の明確化を行

い，その思考を「見える化」シートの活用を通して

「見える化」し，関連付けていくことは，統合的・

発展的に考察する力を育成する上で，有効であると

分かった。「見える化」シート上で知識と問題を関連

付け，思考の焦点化を繰り返すことで，繋がりに気

付き，その他の場合への適用範囲を拡張した考察を

することができた。 

1 2

数の範囲を0.1より小さい範囲に拡張し，

小数の表し方を考え説明する。

小数について，0.1や0.01の単位を用いて

相対的な大きさを捉え，小数の計算に適用

して考え，説明する。

Ⅳ 〇 〇

Ⅲ 〇 ×

Ⅱ × 〇

Ⅰ × ×

Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 計（人）

Ⅳ 12 0 0 0 12

Ⅲ 4 5 0 2 11

Ⅱ 2 0 0 0 2

Ⅰ 0 2 0 0 2

計（人） 18 7 0 2 27

ポストテスト

プレテスト

児童Ａ

児童Ｄ児童Ｃ

児童Ｂ
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２ 研究の課題 

思考の「見える化」シートを用いたことで，「？」

→「！」→「⁉」に繋がりを感じながら，既習の知識

や気付きと問題を関連付け，自分の考えを生み出す

ことはできるようになったが，自分以外の考え方に

着目し，物事を多面的に捉える力が十分についてい

ない児童もいた。それらの児童の「見える化」シー

トへの記述を見ると，「個人」には既習の知識や気付

きと関連付けた思考がそれぞれの言葉で残されてい

るが，「交流」には，記述がないシートもあった。学

習活動の中で，個人思考と全体交流の時間を設定し

てはいたが，他者の考え方の意図を汲み取って説明

する時間を十分に確保する必要があった。 

児童が他単元においても，統合的・発展的に考察

することができるよう，問題の条件を変更した時の

活用についても考え，思考の「見える化」シートを

取り入れた活動を行っていきたい。 

 

３ 所属校の研究との繋がり 

 本校が研究を進めるに当たって課題として挙げら

れるのが，児童が課題解決に向けて主体的に取り組

むことである。主体的に取り組むためには，どの教

科においても児童を思考するステージに上げる必要

がある。そこで，算数科の実践を踏まえ，教科の特

質に応じて思考を「見える化」するワークシートを

活用した思考活動をさせる授業研究を推進したい。

それにより，児童が思考過程や結果を振り返り，他

者の意見との共通性を見いだし，課題解決に向けて

主体的に取り組む姿に繋げたい。 

 

【注】 
(1) 詳しくは，片桐重男（2017）：『名著復刻数学的な考え方

の具体化 数学的な考え方・態度とその指導①』明治図書

p.159を参照されたい。 

(2) 詳しくは，文部科学省（平成30年）：『小学校学習指導要

領（平成29年告示）解説総合的な学習の時間編』pp.84-86

を参照されたい。 

(3) 詳しくは，文部科学省（平成30年）：『小学校学習指導要

領（平成29年告示）解説総合的な学習の時間編』pp.84-86

を参照されたい。 

(4) 詳しくは，Ｒ.リチャート/Ｍ.チャーチ/Ｋ.モリソン

(2015)：『子どもの思考が見える21のルーチン －アク

ティブな学びをつくる－』北大路書房pp.33-35を参照され

たい。 

(5) 詳しくは，黒澤俊二（2019）：「『統合』と『発展』を並列

に扱う意味と意義 －『観』を育てる『数学的な考え方』

の教育的意義を自覚しよう－」筑波大学附属小学校算数研

究部『算数授業研究』vol.124東洋館出版社pp.28-31を参

照されたい。 

(6) 詳しくは，黒澤俊二（2019）：「『数学的な考え方』という

用語は何を意味するのか －小学校算数における『数学的

な考え方』の意味と意義－」『立教大学教育科研究年報』6

3巻pp.94-97https://rikkyo.repo.nii.ac.jp/index.php?active_acti
on=repository_view_main_item_detail&page_id=13&block_id
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月19日）を参照されたい。 
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